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天　界　新　知　識
　　　　　　　　　　　遊星形星霧のスペクトル申に新線
　米國リク天文毫の90糎風折機に75粍のスペクトル・カメラを附してR・H・St‘）y氏
は目下或る遊星形星霧の中の新スー：クトル線を研究してみるが，今までNGC　7027，
lC　4997，　NGC　6572等の星霧の研究で得た結果は下の通り〔一、SP　274〕
　新線（波長）i　摘要（7009）．Y　　（；435　Aと同種か？
　（6795）？？　6102、W）件線，未匹見・
　　6730
陥！厭1・撒罫・・一氏・灘る一一曝・
　　6240　？　　　　’　1　　6234　7　　620r）φ
　　618‘）5
　　61・2il・・w・・氏編せる61・・，1Aか？然らば6795M・件線あるべし．
　　6086！　旨Caの禁止線；5309　Aに件線あらん・
　　580・5　！　　帯；NGC　6572の小分散窩眞に著し・
　　5775　？
　　5720i　　ボンヤリ；B。wen豫言の二線5721．f｝　A及5732．0と同じか？
　　5679φ
　　5577
・5・7・1｛濾聯．よりいα：6572に強し；CIの禁止線なら1渕55」7に
　（5517）　　　5，537Aの伺ミ線，未登見．
　　　　　　　（・3。・）｛llll煙総拳輿C⑩畷がNGC　7027中に囎槻せる
（47・8）僧翫の趣光線？W而gh囎の4741｝’2　Aと同じ？N（；C　7027等
　（4711）［NGC　7・・9，　N・ユC　7662等にあり．
　　4713　111elならん．
　　　　　　　　　　　　　　プラスケト老の退陰
　現代のカナダに於いて最も盛名あるJ・s・Plaskctt博士は，創立以來の薩長として
全天恒星のスペクトルに研究に大成功を憎めたウ1イクトリや天交毫より來1935年七月
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床日限り退齢することとなり，、今年二月より湿半ケ年の慰勢休假を得て，パナマ輕由
．で素謡に遊び，其の息HH・1）laskett氏が壼長をしてみる英開白クスフオド大広に於
いてLノ・レイ紀念講演■をなし，七月にはパリ市で開かれる國一天交同盟の総會に幽減
する豫定である・叉，向博士は八月に退陰後はヴイクドリや近郊のEsquimalt町に絵
生を話しむ由．．〔ASP．274〕
　　　　　　　　　　長命の太陽黒貼より得たる太陽目韓速度
　英國グリ＝チ天文毫のH・W・Newt・n氏が1924－1933年閉に於ける長命の太陽
黒黒占の研究から太陽自幕速度の一般式を算出した・其の結果を過去籔十年間の同様な
ものと比較すると下表の通り　〔MN　95，60〕
代
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19．　00一一1913
1914　一1　9．　23
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黒黒占敷
．89側
121）
　99
ユ39
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毎日の角速度（ξ）
14．e36－2．05　sln”一　ip
14．093n5，．oO
　　　　　　lt
14．039．　一Lt．08
　　　　　　｝7
14，e3，’X”．9．e6
　　　　　　11
13．0：；7”3．06
　　　　　　TT
一般にスペクトル親測によると・頗る不一致のものであるが，黒i鮎親察よりCJ）結果が
こんなによく揃ふ0）は驚くべきである・
　　　　　　　　　　　　　5米の大反射鏡の進況
　蝦年來，アメリカのカリフオニや工學院で計書され，一J部製作に取りカへられてる
る所謂L二百吋可の大反射望遠鏡は，其の鏡面を，ニウヨ1ク州の］1ニング市iこある
Co「ning　Glass．works曾祉で特製のborosilicateガラスによりi襲回することにな・．b，
可なb長い期間の準備や諸種の試験工伶の後愈々昨1934年り三月に，．鋳型ヘガラx、
を鋳入したのであるが，不幸にして其の時は鋳型のL部が破れて，不成功に終つ．た・
そこで叉々工事を新たにし・赫型を作b直し，去る＋土月の初め，再び此の大鏡のガ
ラス材の鋳造を敢行したところ，こんどは首尾よく成功したといぶことが，十二月4日
の＝ウヨ1ク・タイムス紙に載ってみる・此の鏡は全部の重量が約20トンであるが，
今後IOケ月を費して冷却さぜ，それから，ガラス材そのものの綿密な検査をするの
であるといふ．そして此の検査に合格したならば、いよいよ荒回りや，仕．しげ磨り，
みがき上げ等の光學的工作に移るのである．從って，今後総ての仕事が都合艮く運ぶ
と假定しても，此の鏡が望遠銚に装置されて，天騰の撮影や研究に用ゐられるのは，
ユ940年叉は其れ以後であろう・
　ちなみに，此の世界一望遠鏡．ま，竣工の上は南カリフオニや州のパロマIllt　Mt
Pal・marの上に据えられることが内定した由・此の山はSan　Dic9・市より45il里東北方
にあって，〕頁上は雫坦であり，毎夜北極星の像を長く槍濾した結果：，大望丞鏡の据え
付けに最適地として決定されたものである．〔N庶3394〕
